
文学作品における読みの指導に関する研究

1 はじめに

あるべテランの国語科の先生が、こう言われ九ことがある。「文学作品の読みの学習が、このごろ

h艾立しなくなっナこ。むかしのように深まらないし、そもそも初めから生徒ナこちが読もうとしなくなっ

てしまったU と。

まナこ、あるとき、若い先生が、文学教材の扱いにっいてやはり悩んでおられナこ。「小説を指導する

とき、一番悩みます。いったい、どういう'、うに指導すればいいの力、結局のところは読解指導をし

てしまうんですが、そうすると生徒ナこちは、『授業で小説を読むと、ちっともおもしろくない』と言
うし 。」と。

このお二人の生の声は、今日の国語科の文学教育をイミ弁しているように筆者には馬、える。

昭秘3年版学習指導要領において、それまでの「読解指導」・「辺例であった国語科の「読むこと」

の指導を反省して、「読書指導」が重点領域として打ち出されナこ。すると、これが引き金となって、

国語教育界には「読書指導時ft_1 が到来し、幾多の成果を残すことができナこ。ところが、それも、文

学教材の読書指導と非文学教材のそれとに分けて見ナこ場合、文学教材の方はひどく見劣りがする。も

ちろん非文学教材の読書指導にも問題がないという訳ではない。が、筆者の見るところでは、非文学

教材の取り扱いは以前に比べてかなり変わってきナこようである。例えば教材(資料)ひとっとって

みても、以前に比べてかなり複数化し、多様化してきナこ。それによってさまざまな自主単元が実践さ

れるようになってきナこ。ところが、文学教材の場合はどう力、先にあげナこ現場人の声にイt弁されるよ

うに、むしろ20年前よりも問題は深刻化しているように見受けられる。

文学教材の指導法をどう改善していくかというのは、きわめて今日的な問題である。

島 典

1 研究のねらい

文学教材の指導法をどぅ改善するかという課題にっいて、主に指導過程の面からさまざまな手段や

方法を講じて、実証的にその問題点を探り、ま九、そこから、文学教材と読書指導の関係にっいて考

察してみ九いというのが本研究のねらいである。

男

Ⅲ研究の基盤

1.文学教育のめざすもの

現代の子どもたちが読むという行為全般に対して無関心かというと、必ずしもそうではない雑誌

をはじめとして、気楽な「軽読書」はかなりしていると見てよい。自分に関心のある範囲内で、必要

な情報のある部分は、やはり文字によって得ている。おそらく、こうしておとなになっナことしナこら、
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彼らはすすんで新聞を読むようになるだろう。そして、その全ての記事とはいかなくても、見出しゃ

天気予報、スポーツ記事、三面記事、株式市況、家庭欄の記事などを読むことだろう。つまり、情報

を求める読書はするであろうが、それと伺じくらいに、楽しむナこめの読書、あるいは自分を豊かにす

るための読書といっ九ものを、は九してするようになるであろうか、疑問である。

まナこ、現代社会は、人間性のある領域がどんどん少なくなり、非人間的な領域がますます膨れ上が

つてきている。読書においてもこのことは言える。文章を読んで、そこに個人化し九かかわり合いを

もとぅという意識が、非常に希薄である。その原因は、幼児期からの人間関係や読書体験の不足、社

会の風潮や環境の変化、学校の読書環境の不備や読書指導の不足など、いろいろ考えられるが、その

責任の一端は国語科も負わなければならない。授業での読みの指導が、正しく読むこと(教材の論理

性の重視)にあまりにも傾きすぎ九ナこめに、生徒は読み誤りというものを恐れるようになり、自分の

感情を押さえて知的に読もうとする習慣が身についてしまっ九。し九がって、読書をしても本との個

人的なかかわりが介在する態度が身につかず、結局、読書の楽しみを味わう機会を経験しないできて

しまった。

以上のことを考え合わせると、国語科での文学教育では、もっと読み手(という人間)と、登場人

物(あるいは作品)とが生き生きと触れ合う場が必要である。そうして、感情を伴いながら読ませて、

読書の喜びを味わわせることを重視すべきである。

文学教育のねらいが、ある定理に従って知的に読むことにあるのではないということは上に記しナこ。

では、自分の気に入る作品と出会わせ、その中にとっぷりと浸りきらせることにあるのであろう力、

そうではないと筆者は考える。そういっナこ安定し九世界で、甘っ九るい自己陶酔に浸るのは、作品の

読み方のーつではあろう。だが、文学教育のねらうところではない。なぜなら、そこには自己凝視が

なく、したがって、真に主体姓を育てる読みとは言えないから。文学教育の使命は、それとは逆に不安定

に向かわせることにあそb 不安定な状態の中で不確定な自己と正対する、そこにある。したがって、も

しーつの主題に落ちつこうとし九り、好きな作品の中に浸っている状態を見かけたら、それを、邪魔、

して、「これも考えられる」と他の主題を投げかけて考えさせ九り、その作品と違う傾向の作品と出

会わせたりすべきであろう。

2.文学教材の単元化

永 島 典 男

文学教材を使っての読書指導はしにくぃと言われ牙。文学教材は本来、それ自体が主題をもっ九一
つの世界をなしており、読み手主体はその作品のもつ価値に自己を埋没させるのが自然だからである。

読書指導のねらいを、「文章を使って知的生産のできる人問の育成」という点におけば、文学教材で

の読書1旨導はきわめて困難であるということになる。

そこで、今は読書指導という視点は少し置いて、「文学教材の主体的な読み手」を育成するという

観点で考えてみナこい。

文学桝オの読みの授業について、浜本純逸氏は、「テキストの構造と莫藤し、対話することをとお

して、読みのきびしさを回復し、発見と高まりのある」ものでなけれぱならないとされ牙。では、そ
の九めには、どんな手段や方法を講じれはよいのであろうか。筆者は次のように考える。

授業レベルで言えば、単元の構成を「読むこと」を中心にして必然性があり、生きた学習場面が準
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備されたものにするべきであると考える。そうして、読みという行為をただそれだけで終始させない

で、積極的に書き話し聞く活動と結びっけ、それらの活動をしてぃる中でも読みという行為が成立し

ているような、そんな指導をめざすべきであると。と言うのは、ある作品を読んで(あるいは読みな

がら)書い九り(書き合ったり)話し合ったり、話や朗読を聞いたりすることによって、読み手は自

分の読みとりにっいて確認を迫られ九り、自分の読みとりと他人の読みとりとの異同を思い知らされ

る0 すなわち、揺さぶりをかけられることになるのである。まナこ、書き話すという表現行為の中で行

われる読みというのは、なるほど文章上からはいったん離れるし文脈のとらえ方も窓意的になりゃす

いが、それだけに読み手の文脈というものが要求されてくる。そこからまた、新たな読みが始まって

くる0 書くこと話すことという表現行為には、そうさせる力がある。このような読むことが他の言

語活動とーつになって行われる学習場面、しかも、そこに必然性があり、自我の関与する状況が設定
されるならば、読みは主体的に行われるであろう。

もうひとっ、筆者は、学習の基盤に学習者の「読書生活1騨」の視点をおくことを提案し九い。「読害生

活指導」ということぱはあまり耳慣れないという人もあろう。早くは大村はま氏に『読量生活キヒ導の
実際』(共文社、1979)があるが、まだ、未開拓の部分の多い分野である。

筆者なりの一応の定義をしておくと、読書生活指導とは、「読むこと(対象は本だけでなく、新聞、

雑誌、パンフレット、事典辞書など文字の書かれたものほとんどをさす)が子どもの生活の中に"

け込んでいるように、さらには、読むことによって子どもの生活(精神生活も含めて)そのものが拡
充されたり、文化的に高められていくような指導のこと」となる。

この読書生活指導と、読解指導、読書指導との関係にっいて、桑原隆氏の次の文章に教えられる点
が多かっナこ。

読解指導から読書指導へ、読書指導から読書生活指導へと、実践的な構造が考えられてぃる場厶が多い。
ところが、子どもの実態や学習の深まりをっぶさにみていくと、実はこの関係は逆ではないかと思われる。
読書生活指導が読書指導の基盤をなし、読書指導が読解指導の地盤をなしてぃる。読書生活指導が羌書指
導を包み込み、読書指導が読解指導を包み込んでいる。このような重層的な構造として、国=科の読みの
指導をとらえてぃくことが、読書生活指導の大前提であξ注3)'
先にも述べナこように、読書指導は文学教材よりも非文学教材を扱うときにより有効である。しかし

ながら、文学教材の指導においても、上記のように読書生活指導を基盤におくことによって、より主

体的な読みの指導にっなげていくことができると考えられる。

文学作品における読みの指導に関する研究

Ⅳ研究仮説

筆者は、文学作品における読みが主体的になされているといえるのは、次のような場△であると考
えている。即ち、

1.自分の読書生活、精神生活を基盤に読もうとする読み手が見えた時

2.登場人物や作者の性格、行動に、自分なりの発見をする読み手が見えた時

3.登場人物や作者の生き方と自分の生き方とを重ねて考える読み手が見え九時

4.表現に関心を持ち、味わっ九り考えたりする読み手が見えた時

5・読んでわかっ九こと、味わっ九ことをもとに、積極的に他人と交流しょうとする読み手が見え
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九時

である。そこで、筆者は、下記のような研究仮説を設定して研究を進めナこ。

研究仮説

1.文学作品の読みの学習に必然性があり、生きた学習場面が準備されれば、そこで行われる読

みは主体的なものとなるであろう。

2.読むことが、書き・話し・聞くの言語活動と密接に結びっき、それらの言語活動と一体とな

るように学習を仕組めば、主体的な文学作品の読みが行われるであろう。

3.生徒の読書生活指導を基盤において文学教材の読みの指導をすれば、読書意欲がわき、主体

的な読みが行われるであろう。

島

V 実際の授業

1.単元名文学のなかの4)年の姿(2年生昭和61年9~Ⅱ月実施)

2.学習の基盤

0 この単元ではまず、事前にひとりひとりが文学作品を読んでおくというところから学習を出発さ

せる。作品は、指導者力井旨定したもの(小説16、日記1。選ぶ観点は、少年少女が生き生きと描かれて

いて、生徒たちに関心のあるもの、指導者として読ませたいもの。日本のものも、外国のものも。長編か

中編を中心忙、読書の苦手な生徒のことも配慮して短編も少しは。)の中から、各自の好きなものを2編

以上選んで読む。読みながら、あるいは読んだ後で、「てびき」を見て力ードにメモをとる。

以上は、夏休みの課題。(夏休みの課題は、この他に自由読書^推薦図書を含める^もあり、課題

図書と合わせて5冊以上読まなけれぱならない0

なぜ、こうぃう事前学習をさせるの力、それは、①「さまざまな姿の少年少女ナこちを見ておくこ

とによって、導入をしなくても自然にこの単元の学習に入っていくことができる」②「後のグルー

プごとの学習の準備になり、資料にもなる」⑧「本を丸ごと読んで、主人公(登場人物)をとらえ

る姿勢をっくることができる」などの理由からである。ことばを換えて言えぱ、「学習者たちの読

書生活を耕し、単元での学習を必然性のある場とするため」である。

そうして、第2学期が始まる。まず、夏休みの自分の読書生活を'、り返って、「私の夏休みの読

書生活」という作文を書く。おそらく、例年よりも読書生活は充実すると思われるので、その内容

にっいて書くであろう。指導者の方からは、単に何冊読んだという作文でなく、どこ(場所)で、

どのようにして読んだかと力入特に印象に残っている場面はどこかとか、さらに今後どんな読書生活

をめざそうとするか、などという視点をヒントとして与えたい。

実際の単元のスタートには、学習計画を印刷して提示したい。そして、生徒と話し合うという姿

勢で説明をする。

次には、文学的表現の特色である描写表現と比喩表現に関する学習をする。この学習は後の文学

作品(小説)の読みとりを深める際に役立っ。ま九、ひとり学びの際には、表現の特徴を探す目安

となるであろう。描写と↓働について、教科書(三省堂、現代の国語、中学2年)には例文入りで説明

典 男
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がなされているが、これだけでは徹底しない恐れがあるので、補足のプリントを用意する。

続いて、小説「父」(芥川龍之介)を読む。この作品は教科書には採られてぃないが、正進社の

「中学生の文学1、小説編」に載っている。(本校国語科では、このシリーズは50冊ずっ揃えて、授業

その他に活用していろ。)この小説は、物語性が少ない。それが、物語性にひかれて読む欠点を防

ぐことになる0 そして、内容を深く読みとっていくにし九がって、 4>年の父業見に対する心理の不可
のせ

解な部分に直面することになる。つまり、「能勢」という人物(旧制の中学4年生)が、こっけい

な格好をしナこ自分の父業見(イギリスの紳士風の格好で、彼ひとりならば少しも変ではないのだが、駅の

人混みの中では周囲と不調和でこっけいに映る)に、「ロンドンこじき」というあだ名をっけるのだ

が、その心理は、けっして憎しみなどからではなく、その場のなりゅきと少年期(あるいは青年期)に特

有の一種の照れからであっナこ。これは一般的に考えられるヒューマニズムに反することでありなが

ら、学習者たちは「自分にも起こりうること」として関心をもってとらえようとするであろう。こ

のように、この能勢少Ⅶ手の心情を身近な「自分にも起こりうること」としてとらえることができ九

なら、この小説の読みとりとしては半分は達成され九ことになるであろう。さらにその先は牝勢

の父親の生き方や人生観にまで想像を広げさせたいし、「自分」(この小説の語り手)力治を勢への悼

辞に、「きみ、父母に孝行」という句を入れた思いを酌もうと努めさせたいこの学習には、宝き

話し聞く場面を多く取り入れる。そうすることによって、学習者九ちはヨ三勢を中心に、それぞれ

の人物の心情を思い描きながら、自分の内面を見っめてぃくであろう。

この後、事前学習で各々が読んだ作品ごとに、自主共同学習をする。前もって読んだ作口への反

応を参考にグループをっくり、グループごとにそれぞれの文学作品の中で少年はどぅ生きてぃるか、

その姿を追求する。グループ内での討議やひとり学びによって、各作品に登場する小年像を思い描

く0 また、表現上の特徴にっいても共同研究をする。これらの学習には、各種の「学習のてびき」
やきめ細かなグループ指導が必要であろう。

最後に、これまで学習しナこことをもとに、グループごとに座談会を開く。この座ミk△の開催が、

それまでの学習を必然的なものにすると同時に、この中で再び読みが行われることをねらう。

この座談会にっいても、司会者、参会者それぞれの「学習のてびき」を準備する予定である。

0 学習者たちとは、 4月に出会ってからまだ日も浅く、実態把握の面で甘さが心配される。こうぃ

う単元での学習を1学期に1回経験しているが、学習ミ11練の点でもまだ不安がある。井室にっいての関

心は低くはないようであるが、文学作品との接触は少なく、作者名や作品名にっいての知識も浅い

夏休み中は部活動などで忙しいので、どれだけの読書をしてくるか予測がっかない以上の不安な点

はあるが、途々に取り組む姿勢力揃向きになってきており、期待もできる。

3.指導目標

「読むこと」に関して

①文学作品を楽しんで読むことができる。

②本を読む姿勢力揃向きになる。

⑧根気強く読むことができる。

④読みながら考え、考えながら読むことができる。

文学作品における読みの指導に関する研究
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⑤読んだり書いナこり(聞いナこり話しナこり)しながら、自分の考えをもっ。

⑥読んでから(あるいは、読みながら)、作者について考えるようになる。

⑦表現の工夫を味わいながら読むことができる。

⑧友だちの作品(文章)のすぐれナこ点を、素直に認めることができる。

「読書生活」に関する指導目標は、視野におさめておいて適宜指導するチ呈度とする。

①読書生活を豊かにしょうとして、本に関心を持ちつづける。

②本に対して気軽につきあうようになる。

③読書によって自分力清っていくという実感をもつ。

④読書を話題に、友だちと話し合うようになる。

⑤読書の範囲を広げようとする。

⑥読翫十画を立てる。

その他の目標については、今は省略する。

4.指導過程案

島 典 男

時
既むこど
の目標

国課題図書17編の中から、自分の好
きな本を2冊以上読み、「てびき」

を参考にし.て、感想をメモする。

学

3

習

②「私の夏休みの読書生活」を書く。

囿単元の計画を知り、意欲をもつ。

⑥

活

邑]さまざまな描写表現や比喩表現に
ついて知る。

動

5

恒]小説「父」(芥川龍之介)を読む。

ア、人物や情景の描写部分を見つけ、

表現の特徴から人物や場面を読み

とる。

イ、比喩表現の効果について調べる。

ウ、「能勢」や「自分」の心情を想像する。

0

指導上の留意点

夏休み中の読書生活の拡充と、

9月からの新しい単元の準備であ

ることを押さえる。

7

⑥グループ別に研究読みをする。
ア、作品を選び、グループをつくる。

イ、グループととに、少年の生きる

姿を追求したり、表現上の工夫に

ついて共同研究をする。

ウ、ひとり学びによって、感想メモ

の追加を書く。

0

0

読書生活ιこついて書かせる。

生徒たちと話し合って計画をよ

り綿密にする姿勢で。
0 教科書の文章の他に、準備して

おい九副資料を使う。

6
⑥

回座談会を公開する。
0 座談会の準備をする。

0 順番を決めて、グループととに

座談会を公開する。

中には描写か説明か(あるいは0

叙事か)の判別のつき1こくいもの

もあり、断定を下すことは避ける。

ポイントを絞って考えさせ九い。0

評価の方法

.1戒L貝力ード

・学習記録

⑧単元のまとめをする。

・作文

0 一応の抵抗が予想されるが、「て

びき」やワークシート、助言等1こ

よってスムーズに進めさせ九い。

・行動観察

・学習記録

・行動観察

・学習記録

.ワーウシ

座談会についての準備やりハー0

サルを充分にする。

本番では、指導メモによって、0

あるいはとび入り参加によって、

会の進行や活性化の手助けをする。

・行動観察

.ワークシ

ト

・学習記録
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・学習記録

・行動観察

・座談会の

評価

・学習記録

永

ト

①
②

重
W
)

①
③
④
⑦
⑧

③
④
⑤



5.授業の実際

「学習過程案」の学習活動四~⑧の各項目ごとに、授業の実際について資料を添えて記す。

四の実際

①課題読書の結果

(2年詠助

文学作品における読みの指導に関する研究

読んだ冊数

んだ読

合割△(

※自由読書についての調査は詳しくはしていないが、「読書生活の三己録」カードによると、「課

題読書、自由読書合わせて5冊以上読んだ者」が、フ~8割。「2冊以下の者」が1割程度あっナ、

(2年辞助

人数

%)

0

2.2

6

13.35

2

18

40.0

3

名

Ⅱ

24.5

4

6

13.35

5

海

9

2.2

6

この結果から、次の各問題点が浮かび上がり、その対応を迫られることとなっ九。

a、 1冊も読んでいない生徒に対して、早速本を与えて読ませることが必要である。

b、この調査をする際に「読んだ作品のうちで感動したものは◎をつけなさい」と指示して

調べたが、◎が1つもない(感動した作品がなかっナこ)者がH名いナこ。この生徒たちにつ

いての対策はどうするか。

C、 5名以上の者が読んだ本は10冊あるが、班編成をしていくと7班しかできそうにない。

そして、それらの班に入れない(読んでいない)生徒が10名程度出る。その生徒たちは、

どうするか。

d、感想力ード a人5~10枚提出することになっていナこ)を4枚以内しか出てなかった生

徒が3名いナこ。この生徒たちに早速書かせなければならない。

e、この調査には、「読んだ本はだれのものか」について答えさせていたが、「自分のもの」

は約半分の23名。他は「図書館のもの」「友だちのもの」「家の人のもの」。研究に入っ

たときに、これでは本が足りない。不足分をどう補う力、

このように、調査によって、実態把握の甘さ、計画の杠撰さを痛く反省させられた。

②指導計画の変更

0

鵜

2.2

7

5

0

16

8

0

10

2.2

升

8

45

0

100.0

2 12

宿

18 15

題

Ⅱ 2 8 0 118
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①にあげたa~eの各問題が解決されないままに(aはすぐ解決したが)、小説「父」を

読t洋習に入っていナこ。この頃には、学校行事(運動会、文化察、修学旅行など)が目白押

しとなり、これでは計画を変更せざるをえないと判断し九。

変更は、⑤のグループ別の研究読みをカットする。國の後に⑥を入れて、小説「父」の学

習をもとに座談会を行う。そして、その後に、「父」及び自分の読んだ本の紹介文を書かせ

る、としナこ。

このことを生徒に告げると、残念がる声は少なく(というより、反応があまりなく)寂し

い思いがしナこ。だが、学習記録の「感想」欄には、「せっかく読んだのに、残念です。」「や

つてみればなんとかなるんじゃないかと思いますが。」という声も少しあっナこ。

②の実際

永 島 典 男

W}省略
⑤の実際

①表現の工夫を見つけ、それについて自分の感想や意見を書いナこ。作業のてびきがあるので、

それを参考に感想や意見の書き方はわかっナこようである。九だ、このとき、描写部分や比喩

表現がうまく探し当てられない生徒が数名いて、個牙吋旨導をしナこ。ワークシートは2枚ずつ

配っ九が、 3枚以上書いナこ生徒もいナこ。

その後、書いナこワークシートのそれぞれに「書き合うシート」をつけて配り、それに感じ

九ことを次々に書き合う学習をし九。性徒作文②の1、 2、 3参照)なお、この感想の書

き方については、大きく4つに分けられるだろうという'、うに話して、次のように板書をしナこ。

ヒント

1.賛成、同感の場合

私もそう思います。0賛成です。

0私も同感です。

2.意味が不明の場合

ということですか。0 「・・ー」というととろは、

0 「・・ーー」という部分が00がわかりません。
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3. 付け加える場合

0 「ーー・」ということに付け加えナこいのですが

0 「・ーー」という部分をさら1こ^というように考えると、
反対する場合

0 「ーーー」とあなたは述ぺておられますが、私は、
0 そうも考えられるが、 というふうにも考えられませんか。

4

文学作品における読みの指導に関する研究
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②能勢が父親のことを「ロンドンこじき」とあだ名をっけナこときの心情にっいて想像をしナこ0

すぐには反応はなかっナこが、10分問くらいかけて生徒作文④のような意見が出ナこ0

島 典 男

⑥(学習過程案では⑦にあナこる)の実際

①座談会を控えて

事前に座談会にっいて指導者から説明(徳川夢声著「話術」より『座談十五戒』などをま

じえて)をした。まナこ、ひとり学びの時間を設けて、参会者には、次のように準備をさせナこ0

1札1

泌

学習のてびき「座談会を控えて」より抜粋

次の点にっいて、司会者から意見や感想を求められ九ら、すぐに言えるようにしておくこと0

a、小説「父」と籾めて出会っ九ときの感想。

b、学習をして、 aがどう変わったか、変わらない力、

C、能勢が自分の父親にあだ名をつけたときの気持。

d、 C につぃて、感想や意見。

e、「自分」が能勢の葬儀で悼辞の中に、「きみ、父母に孝に」という句を入れた気持ち0
f、 e について、感想や意見。

能勢の父にっいての想像(どんな人生を歩んできた人か、どんな生活ぶり力0g、

h、表現の工夫について、感想や意見

i、学習をして、強く印象に残っていること。

これらにっいて、どとから質問されても言えるようにしておくこと。
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OM子の場合

a、能勢が父親をけなすところで、能勢を親不孝でひねくれていて意地悪な生意気な子供だと思いまし

九。との小説は、父と子の心の境目か何かを表しているのかと感じていました。それだけ、能勢の態

度がひねくれて見えたのです。

b、学習しているうちに、 aの考えが誤りであることに気付きまし九。そこまでの能勢の姿は本当です

が、父1て対する気持ちは、今までのように表面に出していないだけなのです。父を父としてけなせな

い、父の内面を知っている能勢の、少しばかりのやさしさが、やっとわかったわけです。

C、父をけなしたくないから、他人と思うよう1てして、半分父にすまないと思いながらも、仕方のない

ととと思って、複雑な気持ちで言ったと思う。 (以下、省略)

文学作品における読みの指導に関する研究

司会者にもてびきを渡し、やはり準備をさせナこ。(てびきは省略)

OK男の場合
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②座談会での様子

班づくりは、次のように行った。 A、 B、 Cの3つの班にまず分け、それをさらにそれぞ

れ①、②の2班に分けナこ。授業時間は2時問とって、 1時間目に各A~Cの①が並行して座

談会を行い、②の者は①の座談会を見ていて評価をする。 2時間目には①と②が入れ替わる。

なお、この班構成は指導者の方で行っナこ。前時には各班5分間程度のりハーサルをしナこ。

さて、当日、生徒九ちのほとんどが座談会は初めての経験で、しかも自分ナこちを評価する

友だちが少し雛れて見ている、ということでかなり緊張をしていナこ。教室に足を踏み入れた

とき、すぐにそれが伝わってきナこ。りハーサルのときと比べものにならない。真剣さも加わ

つている。指導者も、「必ず成功させる」と改めて心に誓っ九。

司会者のあいさつ、「初めのことは'」で、会が始まっナこ。どの班も雰囲女はやや固い。司

会者の3人もやや上がり気味。どの班もそろって、参会者に「初めに読んだときの感想」を

言わせている。参会者の口もまだ少しこわぱっていて、メモをそのまま読んで終わっ九。す

ぐC班の司会者に、指導者のメモを渡しナこ。『いまの発言のメモはとっナこ?』司会者はそれ

を見てすぐ、ノート(ノレーズリーフ)を出した。 A班の司会者は、'、だんと違って敬語をや

たらと使っている。そこで、『ことぱづ力北、、いつもどおりでいいよ。』と書いて渡しナこ。

B班は和気あいあいとして会が続いているが、能勢の父業見に対して皆が否定的である。

(「少し頭がおかしい」とか、「変人だ」とか。)このままでは深まりに欠けそう。そこで、

椅子をもっていって、臨時の参会者になっナこ。

「お願いします。」

「えっ、はい、先生、どうぞ。」

「ちょっとね、能勢のお父さんについて、私は皆さんと違うように見ているんですが、どぅ

でしょう力、 5ページの下段、(皆が開いてから)その5行目のところに、こう書いてあり

ます。『そのころ大学の薬局にかよっていナこ能勢の父親は・ー・ー』この部分に気づいナこ人、い

まし九か? a人だけ手をあげる。)よく見つけたね。じゃあね、 00さん、大学の薬局にか

よって、このお父さんは何をしていたと思いまし九?私はね、そこに勤めておられたとい

うことだと思、つたんです。患者さんだっ九ら、こんな書き方をしませんから。そうすると、

このお父さん、もしかして薬剤師さんか何かじゃないのかねえ。もちろん、これはあくまで

私の想像ですけどね。だけど、そんな気がするんだよね。それからこの時代は、大正時代で

したね。(少し間)そのことと、イギリスの紳士風のバ'りツとした格好と合わせて考えてみ

てください。このお父さんの生き方というか、考え方というか、何か想像できますね。」

こう言って、黙って席を立ち、少し離れ九所へ行き、見ていナこ。 1分ほどおいて、ある生

徒が勢いよく手を挙げナこーーー。

A班は、あいかわらず雰囲気が固い。司会者の頭も少し混乱している感じ。そこで、また

メモ。『ここで休憩をとろう。 3分問ほど。』司会者は見て、そのようにする。休憩になっ

て、参会者もほっとため息をついナこ。続いて雑談が始まっナこ。しかし、内容は能勢について

のもののよう。指導者は司会者と話を始めナこ。用意してあった小黒板に、これまでの経過の
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文学作品における読みの指導に関する研究

あらましをいっしょに図式化し九。すると、司会者の頭も少し整理さ才L 同時に落ちっきを
とり戻し九。 5分くらい経って、この班は会を再開し九。

30分ほどが%登母し九。残り5分となっナこ。 B班はまだ話し合いを続けてぃる。 A班も。 C

班は、司会者が「終わりのあいさっ』を言い始めナこ。「残り時間も少なくなってきましたの

で、ここらで話し合いを打ち切りナこいと思いますが、いいでしょうか(「はい」というー)

では、この座談会のまとめをしナこいと思います。(間)ぼくはこの座談会をとおしてー.ー.」
C班でもまとめに入っナこキ羨子。しは'らくしてC班も。

こうして座談会は終わった。続いて、相互評価に入った。
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囲 (学習過程案にはないが、変更で入れ九学習)の実際

作品紹介を書く。
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察Ⅵ考

以下、学習過程案の検討と学習後の調査(自己評価)による検討の2点から、研究仮説1~3にっ

いて実践の考察を行いたい。

1.学習過程案の検討

ここでは主として、研究仮説1「文学作品の読みの学習に必然性があり、生きた場面が準備されれ

ばそこで行われる読みは主体的なものとなるであろう」を授業の実際によって考察したい。

事前学習(学習活動圃)を行わせたことは、読書への意識化をはかる点と、読書生活を豊かにさせ

る点では、まずまずの効果があったと言える。 2学期の初めに書かせた作文「私の夏休みの読書生活」

にそのことが現れている(生徒作文①を参照)。 9卸K らいの生徒たちが、「例年よりも充実した読

書生活であっ九」という内容のことを書いていナこ。

⑤の学習場面は、とかく読解指導に陥りゃすいところである。しかし、「書き合う学習」をさせた

ところ、そういう意識があまり表面に出なかっナこ(生徒作文③を参照)。まナこ、「『能勢』や『自分』

の心情を想像する」学習では「話し聞く活動」を取り入れたが、すると、話したり聞いたりしながら

自分なりに何かをつナこんだようであっナこ性徒作文④を参照)。しかし、聞く学習には自主性もかな

り要求されるせいか、中にはあいまいなままに終わった生徒もい九ようである。また、改めて小説

の読みゃ国語の学習について考えた生徒もい九(生徒作文⑤を参照)が、こういう姿は、主体性

には直接結びつかなくてもその芽ぱえとして大切にしたいと思、う。

⑥(卓習過程案では⑦にあ九る)の座談会の学習は、これまでの学習に必然性をもたせるものをねら

つ九ものであり、この活動において再び読みの学習を行わせ深まりを期待し九ものであっナこ。そうぃ

う意味で、この座談会はこの単元の最も大きなポイントであっナこ。学習中の生徒たちの行動観察や学

習ヨ酬(生徒作文⑦、⑧、⑨、⑩、⑫、⑬を参照)によると、達成感を味わった生徒が多かっ九よう

である。

囲(学習過程案にはないが、変更で入れた)の学習は、やはり書く内容があり、対象がさがせなけれ

はならない。そういう条件が満九せた生徒は、すぐ書けた(生徒作文⑪を参照)が、それは約半分の

生徒九ちにとどまっナ、残りの半分4注徒たちは苦心して書くには書い九が、内容的にはあまり深まらな

かっ九。学習者ナこちに書く必然性が薄かったことが原因と思、われ、反省させられた。

以上、学習過程案を授業の実際によって検討してきナこ。まとめて言えば、「必然性」と「生きナこ場

面」という条件の幾分かは満たされてい九と言えるが、事前学習が生かされなかっ九ことから予定を

変更せざるをえなかっナこ辺りで、条件からはずれナこようである。

2.学習後の調査(自己評価)1こよる検討

ここでは主として、研究仮説2 「読むことが、書き話し聞くの言語活動と密接に結びつき、それら

の言語活動と一体となるように学習を仕組めぱ主体的な文学作品の読みが行われるであろう」と、

研究仮説3 「生徒の読書生活指導を基盤において文学教材の読みの指導をすれば読書意欲がわき、

主体的な読みが行われるであろう」を、学習後の調査(自己評価)をもとに検討したい。

次ページの調査結果から、おおよそ下記のことが言えると思われる。

文学作品における読みの指導に関する研究
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学習後の調査(自己評価)結果

(2年詠且)

X

読

^子

永

31 1
1 1
郭訟

む

島 典

こ

男

九者読
かにん

つで
い力)
てら

え読
るみ
よな
うが
にら
な)
つ作

と

X

キ

X

よの

12

13

書くこと

X

17

△

X

話すこと

ア

ん座

で雙
玩な

イ
うひ話
にとし
なにた

31

32

でど

ろ話
かし

に
す

33

0伝晶
かる表

よし

聞く

34

ア

傾ひ
けと
ての

X

35

36

イ
つる聞
、'く
か開こ

かと
れに
ろよ
とぅ
いて

こ

聞話

こ聞

37

うた

努す
める
ろと
よき

と

38

X

39

がと
でき

ろ全
か身

を

40

41

42

43

X

実何
感か

X

44

45

46

X

をを
も得

47

48

X

49

X

50

X

0

51

X

X

52

X

53

X

X

X

0

ヨ十

X

4

X

X

X

X

36 -

聞
き
な
が
暑
く
こ
と
に
な
れ
九

力

0

0

す
す
ん
で
耆
の
記
録
を
と
ろ
う

と
し
て
い
ろ
か

0

0

0

△

X

そ
れ
ほ
ど
の
抵
抗
な
く
、
す
ぐ
鉛

ア
筆
阜
に
し
て
書
く
こ
と
が
で
き

ろ
力

△

◎

◎

△

◎

△

△

0

夷
ち
の
管
叩
(
臺
)
の
す
焚

ク
れ
た
点
を
書
に
認
め
る
と
と
が

で
き
ろ
力

0

0

0

0

0

△

◎

0

△

◎

0

◎

0

0

◎

0

0

0

0

◎

0

0

△

0

△

◎

0

0

0

◎

△

X

△

0

0

0

0

△

△

△

△

△

雰
だ
冬
い
た
り
(
聞
い
た
り

オ
話
し
た
り
)
し
な
が
合
分
の
考

え
を
も
つ
た
か

0

◎

△

◎

0

△

△

△

△

0

△

◎

0

△

△

△

△

△

0

◎

△

△

◎

△

◎

工
読
み
な
が
呈
え
、
考
え
な
鄭
ら

聴
と
い
う
餓
を
も
っ
え
か

△

X

△

0

△

△

0

△

0

0

X

0

0

0

◎

0

△

◎

昼
強
く
読
め
ろ
よ
う
に
な
っ
た

力

0

△

0

0

0

0

△

△

△

◎

0

△

0

0

△

0

△

0

0

◎

0

0

0

0

査
葱
奮
が
腎
き
に
な
っ

た
力

△

◎

0

0

△

△

△

△

◎

0

0

0

0

△

△

0

◎

△

0

△

0

0

△

0

ア
鷺
品
凄
ん
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ろ
か

△

0

△

0

0

△

0

0

0

0

△

0

◎

評
価
項
目

0

0

0

0

△

0

0

△

△

△

△

◎

0

△

0

△

0

△

△

△

△

0

0

0

△

0

◎

△

0

◎

0

△

0

0

0

0

0

0

△

△

0

△

0

△

0

0

△

0

0

0

0

0

0

△

0

0

△

△

△

0

0

0

0

0

0

△

△

0

△

◎

◎

△

◎

0

△

△

△

△

◎

0

0

△

△

◎

0

0

0

◎

0

0

0

0

0

△

△

△

0

0

△

0

△

0

0

0

0

0

◎

△

◎

△

0

0

△

△

◎

0

△

0

0

△

△

0

X

△

0

0

0

0

△

△

◎

0

△

◎

0

0

0

0

0

0

X

0

◎

0

0

◎

0

△

0

0

0

0

0

0

0

△

△

△

0

0

0

△

◎

◎

0

0

△

0

0

0

0

0

0

1

◎

0

◎

◎

0

△

△

0

0

△

2

0

0

0

0

◎

0

0

0

0

◎

0

△

0

△

3

0

0

0

0

◎

△

△

◎

◎

0

扣
記
扣
3

△

0

4

△

◎

0

△

0

◎

△

0

0

△

△

△

△

△

△

◎

△

0

0

5

0

◎

◎

△

0

△

△

△

△

6

△

△

0

0

0

◎

△

9
部

8
2

◎

◎

◎

0

△

0

0

7

0

0

◎

0

X

0

0

◎

0

△

8

△

0

0

◎

0

0

0

◎

0

0

0

0

△

9

△

0

△

0

0

△

8
 
玲
打
う

△

0

◎

◎

△

W

◎

△

△

0

△

0

0

△

0

0

0

Ⅱ

△

0

0

0

0

0

0

0

0

0

△

0

0

◎

0

4
 
1
 
2

△

◎

0

◎

◎

0

0

△

0

0

△

0

△

0

◎

◎

△

0

△

0

41

0

0

0

△

0

◎

0

◎

0

51

△

0

◎

◎

0

◎

◎

△

△

0

61

0

△

△

0

◎

◎

0

0

◎

0

0

◎

△

0

◎

◎

△

◎

5
玲
Ⅱ
5

△

◎

81

△

0

0

◎

0

0

X

△

91

◎

0

0

◎

0

0

△

◎

0

02

0

0

0

△

0

◎

△

8
玲
Ⅱ
4

◎

12

0

0

◎

△

◎

◎

0

0

22

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

◎

△

Φ
部
9
0

◎

0

0

0

◎

△

0

0

◎

◎

0

0

0

0

0

◎

◎

X

5
舗
U
O

◎

◎

◎

△

0

△

◎

0

◎

0

◎

0

0

△

△

0

◎

6
幻
U
4

0

0

△

0

X

0

◎

0

◎

0

△

0

△

7
 
勿
玲
 
1

◎

△

X

0

0

◎

△

◎

0

0

0

△

0

◎

◎

0

X

△

0

◎

0

◎

玲
玲
9
4

0

◎
9
 
祁
 
4

番
号

蚤
の
工
夫
を
味
わ
い

め
る
よ
う
に
な
っ
た
か

△
X

M
玲
訟
0

財
巧
 
1

5
扮
即
4



読

文学作品における読みの指導に関する研究

書

ウ

生 活

てが
た育
カ,つ

備

、

考

0

0

X

0

X

△

X

X

X

X

△

X

X

X

X

0

X

X

0

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

0

0

0

0

0

X

X

△

0

-37

2

3

描
写
の
読
み
と
り
(
テ
ス
ト
に
よ
ろ
)

事
前
学
習
、
課
題
読
書
の
冊
数

力
続
壽
面
を
た
て
ろ
こ
と
が
あ
ろ

力
オ
読
書
ゆ
語
を
広
げ
よ
う
と
し
て

し
ろ
力

工
馨
を
顧
に
、
抜
だ
ち
と
話
し

合
っ
こ
と
が
あ
ろ
か

△

△

0

0

1

0

1

2

X

本
に
対
し
て
気
軽
に
つ
き
あ
え
ろ

0

2

2

0

力

3

読
書
生
活
を
豊
か
に
し
よ
う
と
し

ア
叉
体
に
関
心
を
持
ち
つ
づ
け
て

し
ろ
力

△

△

2

0

△

2

0

X

0

0

4

0

0

X

△

2

◎

△

0

3

△

X

◎

4

0

△

△

0

△

0

△

1

0

△

△

4

0

△

0

0

0

1

0

0

0

0

X

2

0

◎

0

◎

0

0

△

2

△

0

0

0

0

△

0

△

0

0

0

0

◎

0

0

0

0

0

0

0

△

△

0

◎

0

0

△

0

△

0

4

◎

△

◎

△

△

2

△

0

0

△

0

△

2

0

0

0

0

△

△

0

2

0

◎

0

0

◎

◎

0

4

△

X

◎

△

△

2

0

0

◎

0

0

0

0

3

0

0

0

◎

0

2

△

0

0

0

2

0

△

0

0

3

△

0

0

◎

0

△

△

◎

0

3

0

△

0

X

△

3

0

0

0

△

0

0

3

X

◎

0

0

△

△

0

0

6

◎

△

0

0

△

0

◎

8

△

◎

0

△

3

◎

◎

◎

0

3

△

0

0

△

△

3

◎

0

△

◎

0

△

◎

0

5

△

△

◎

0

△

X

2

0

◎

0

0

0

2

0

◎

△

0

0

0

0

◎

0

X

△

△

△

X

0

0

△

0

X

0

0

4

△

△

0

2

X

0

△

△

◎

◎

雪
一
、
六
冊

0

◎

△

0

0

0

◎

0

0

0

△

X

◎

◎

◎

0

0

0

◎

△

0

0

0

0

7
 
鈴
幻
4

◎

0

0

◎

0

◎

△

0

◎

7

◎

△

◎

0

◎

0

◎

8
玲
巧
3

△

0

◎

◎

Ⅱ
祁
5

△

◎
松
鈴
 
8
 
2

読
書
に
よ
っ
て
自
分

く
と
し
*
つ
憲
力
も

M
 
巧
 
9

3
 
捻
Ⅱ
玲



「読むこと」と「書くこと」「話すこと」「聞くこと」との関係を見ると、ほぼ対応している。

「書くこと」その他の項に◎や0の多い生徒は、だい九い「読むこと」の項でも◎や0が多いし、△

やXについてもそのことが言えるようである。

ただし、「書くこと」「話すこと」「聞くこと」のそれぞれを見ると、生徒によってタイプのよう

なものがあるようで、例えば、 2番の生徒は「書くこと」は熱心でないが「話すこと」「聞くこと」

は充実しており、43番の生徒は「書くこと」が充実している。そして、それらの中でいずれかは苦手

でも他のところで自分の心掛けているところがある生徒の場合、それが「読むこと」に結びついてい

るように見受けられる。逆に、13番、 20番の生徒ナこちのように、「書くこと」以下の苦手な生徒は、

「読むこと」も充実していないという傾向が見られる。

対応関係の見られないケースも少数だがある。まず、49番。この生徒の場合、「聞く」「話す」タ

イプのようだが、「書くこと」も努力しているようである。ところが、「読むこと」の項はほとんど

がXか△である。この生徒の場合は、どぅしてこういう結果が出たのか。この生徒はスポーツが得意

で、読書に関しては「きらい」と日常から公言している。(実際はそれほどでもないようで、課題読

書では「ナこけくらべ」に挑戦しナこ。しかし、結局は途中で投げ出してしまっ九が。)「読むこと」=

「じっとしていること」できらいと、自分で決めつけている'、しもある。 40番の生徒は、その

逆で、「書くこと」以下はそれほど熱0でないが、「読むこと」にはとても熱0、である。この生徒は、

この頃急に読書によく取り組むようになり、休憩時間にも読む姿が見られナこ。 5番の生徒も、40番の

生徒ほどではないが、読書への関心がこの頃高まっナこ生徒である。

次に、研究仮説3に関して、「読書生活」と「読むこと」との関係を見てみ九い。「読書生活」の

指導はこの単元の直接の目標とはせず、それを意識して(基盤において)「読むこと」を中心に指導

をし九のであるが、結果を見ると、かなり対応しているように見受けられる。しかし、児方によれば、

そもそも「読むこと」と「訊碧生活」とに関連力ゞないというのもおかしいし、「読むこと」が「毒譜生活」に

景ラ響を及ぼすということも充分に考えられる。したがって、この対応がはたしてこの研究仮説を実証

ものかどうかということは、これだけの資料からは速断できないことになる。

島 典 男

Ⅶ研究のまとめと今後の課題

研究仮説にあげ九1、 2、 3のそれぞれは、はたして文学教材を主体的に読ませる九めの「指導の

ポイント」九りえたのだろう力、

1、 2にっいては、ある1呈度の検証ができナこという実感がある。しかし、確信をもつというところ

にはまだ至らない。それは、 1にっいては、「必然性」や「生きナこ場面」ということばがまだ概念的、

主観的であるからである。この点をより具体的にして、再度、実践し検証してみる必要がある。

2にっいては、次の2点が課題として残っナこ。 1点は、学習者の読みとっ九り味わったり考えナこり

したことの、全てが表現(書く・話す)に結びつくものではないので、主体的な読みの検証もそれな

りの方法を考えるべきであった、という点である。例えば、読みそのものをもっと内容面からも考慮

し、選択肢法などを取り入れて検証することを検討しナこい。もう1点は、読むことを他の言語活動と

結びっける学習の他に、耕オを音読することに没旦、頁させナこり、朗読を聞きひ九らせる場面をどう取り
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入れて、相互の利点を生かしていくか、という点である。文学教材を単元化する場合には、そうぃう

柔軟さが必要であると思われる。

ここで、単元の学習における生徒ナこちの自我関与にっいて少し'、れナこい。「学習の必然性」というこ

とは、別の見方をすれば、学習者九ちがどれだけ自我関与をし、自分なりに意義のある学習をするか

ということである。そのためには、「自分は今、この単元を先生や友だちといっしょに作って学習を

している」という実感をもたせるように指導者は配慮しなければならないであろう。文学作品の場合

は指導者の方で作品を与えることが多いので、なおさらこのことを考える必要がある。単元構成を工

夫することが主体的な読みの育成には有力であることを再確認しておきたい。生徒たちが、「自分は

今、この単元を先生や友だちといっしょに作って学習をしている」という実感をもっナこなら、それが

学習(読むこと)に結びつき、生き生きと学習が展開されるであろう。

3については、考察のところでも述べナこように、ほとんど検証はできなかっナ局しかし、;旨導者には

手答えに近い感触は残っており、今後は、「読書生活指導」に力を入れて、そちらの方から読みを照

射する方向で探ってみ九いと考えている。

最後に、「楽しむための読書」及び「自分を豊かにする九めの読書」と文学作品の読書生活の指導

とのかかわりについて、若干'、れてみ九い。

ある生徒が、次のように書いているのを読んで、考えさせられナこ。

ここで1子の述べている読書は、文学作品の読書をさしているととってよいであろう。

文学作品とのつき合い方の1つには、ナこしかに「気楽」に読んで、そして「何となく読んだらおも

しろかっ九という感じの読書方法」がある。つまり、「楽しむ九めの読書」であり、これが読書の出

発であり、ねらいである。だが、一方で「自分を豊かにする読書」も志向させなければ、読書の指導

としては片手落ちである。作品との対話によって自己の内面を充実させようとする、意識的、意図的

な読み手に育てることが国語科の重要な責務である。しかしながら、「自分を豊かにする読書」を生

徒自らが意識的、意図的に行うようになるということは、言うは易いが実際は非常に難しい。それは

いわば、ひとりの人問の内面の成長と並行して進むべきものであり、まさに「自己教育」そのもので

あると言える。

紙数も尽きナこので、今は読みの「自己教育力」育成に、読書生活指導という視点、の必要性を感じる

という点にとどめておき、まナこ機会のあっナこときに考察をしたい。

文学作品における読みの指導に関する研究
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私の夏休みの読書生活 1子

課題みたいな難しい本は意識して熱中して読まなければ内容がよく分からないけど、自由図書

で私の読んだ本は気楽に読めナこ。休けいみたいな感じで何かの間にちょっと寝っころがって読ん

だ。内容がおもしろいと自然に熱中できたのでつかれることがなかっナこ。

これからは、「読むぞ.ノ」とか力んで読むんじゃなく、何となく読んだらおもしろかったとい

う感じの読書方法をしていき九い。
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